
○災害復旧事業　測量・設計業務委託積算基準

＜災害復旧事業測量・設計業務委託の積算数量の算出について＞ ＜災害復旧事業測量・設計業務委託の積算数量の算出について＞

正 誤 表

誤 正

災害復旧事業測量・設計業務委託の積算数量の算出について

※　片岸と両岸で延長が重複する場合、直線距離100m以内の間隔で連続する場合は、同一申請箇所とする

打合せ協議 現地踏査 除草
平面測量

（見取り平面）
仮BM測量、縦断測量、横

断測量

写真撮影整理
（全景、起終点状況被災

状況等）

写真撮影整理
（横断写真）（道路災、

河川災）
（業務） （箇所） （m2、式） （箇所） （km、本） （箇所） （断面）

■災　第１号 Ａ箇所 1 1 1
Ｂ箇所 1 1 1
Ｃ箇所 1 1 1

■災　第２号 － 1 1 1
■災　第３号 － 1 1 1
合　　　計 1 5 5 5

総合単価による査定申請
図等作成

実施設計用図面・数量作
成（河川災）

積み上げ積算による査定
申請図等作成（河川災）

Ａ、Ｂ表作成 設計協議

（箇所） （業務） （業務） （箇所） （業務）
■災　第１号 Ａ箇所 1 1

Ｂ箇所 1 1
Ｃ箇所 1 1

■災　第２号 － 1 1
■災　第３号 － 1 1
合　　　計 5 1 1 5 1

※　道路の左右で延長が重複する場合、直線距離100m以内の間隔で連続する場合は、同一申請箇所とする

打合せ協議 現地踏査 除草
平面測量

（見取り平面）
仮BM測量、縦断測量、横

断測量

写真撮影整理
（全景、起終点状況被災

状況等）

写真撮影整理
（横断写真）

（業務） （箇所） （m2、式） （箇所） （km、本） （箇所） （断面）
■災　第１号 Ａ箇所 1 1 1

Ｂ箇所 1 1 1
Ｃ箇所 1 1 1

■災　第２号 － 1 1 1
■災　第３号 － 1 1 1
合　　　計 1 5 5 5

総合単価による査定申請
図等作成

実施設計用図面・数量作
成（道路災）

積み上げ積算による査定
申請図等作成（道路災

害）

擁壁比較設計、擁壁詳細
設計

設計協議

（箇所） （箇所） （km） （箇所） （業務）
■災　第１号 Ａ箇所 1 1 0.12

Ｂ箇所 1 1 0.04
Ｃ箇所 1 1 0.09

■災　第２号 － 1 1 0.08
■災　第３号 － 1 1 0.06
合　　　計 5 5 0.39 1

必要数量を計上

箇所名

1

測量業務

必要数量を計上 1

【河川災害】

【道路災害】

設計業務

設計業務

1
必要数量を計上、立木等

の伐採は別途計上
必要数量を計上

箇所名

箇所名

片岸L=300m
両岸L=100m

（1業務当りの片

岸、両岸延長によ

り、歩掛を決定）

1

箇所名

測量業務

必要数量を計上必要数量を計上
必要数量を計上、立木等

の伐採は別途計上

片岸L=300m
両岸L=100m

（1業務当りの片

岸、両岸延長によ

り、歩掛を決定）

■災 第１号 L=260m

■災 第２号 L=80m ■災 第３号 L=60m

Ａ箇所 L=130m

Ｃ箇所 L=90m

直線距離100m以上 直線距離100m以上

Ｂ箇所

L=40m

片岸延長 両岸延長
A1 40m －

A1-A2 － 30m
A2 20m －

A2-A3 － 10m
A3 30m -
計 90m 40m

Ａ箇所　内訳

片岸

40m

片岸

90m

片岸

80m

両岸

60m

申請箇所（災害手帳参照）

申請箇所（災害手帳参照） 申請箇所（災害手帳参照）

積算箇所

積算箇所

積算箇所

積算箇所 積算箇所

■災 第１号 L=250m

■災 第２号 L=80m ■災 第３号 L=60m

Ａ箇所 L=120m

Ｃ箇所 L=90m

直線距離100m以上 直線距離100m以上

Ｂ箇所

L=40m

申請箇所（災害手帳参照）

申請箇所（災害手帳参照） 申請箇所（災害手帳参照）

積算箇所

積算箇所

積算箇所

積算箇所 積算箇所

A箇所 B箇所 C箇所
片岸 90m 40m 90m 80m － 300m
両岸 40m － － － 60m 100m

設計延長
■災　第１号

■災　第２号 ■災　第３号 計

■災　第１号 Ａ箇所 0.12m
Ｂ箇所 0.04m
Ｃ箇所 0.09m

■災　第２号 0.08m
■災　第３号 0.06m

計 0.39m

設計延長

・災害復旧事業測量・設計業務委託の積算数量の算出にあたっては、下記を参考に適切に算出してください。

・ 申請箇所 積算箇所 （積算に用いる箇所）を混同しないよう注意して、設計書では、 積算箇所 毎で設計計上してください。

「積算箇所」：県土木部で設定し測量・設計業務委託積算基準で使用する便宜上の呼称

（災害手帳による）と

災害復旧事業測量・設計業務委託の積算数量の算出について

・災害復旧事業測量・設計業務委託の積算数量の算出にあたっては、下記を参考に適切に算出してください。
・災害査定の「申請箇所」と本積算に用いる「積算箇所」を混同しないよう注意しててください。

※　対岸と延長が重複する場合は同一箇所とする

打合せ協議 現地踏査 除草
平面測量

（見取り平面）
仮BM測量、縦断測

量、横断測量

写真撮影整理
（全景、起終点状
況被災状況等）

写真撮影整理
（横断写真）（道
路災、河川災）

（業務） （箇所） （m2、式） （箇所） （km、本） （箇所） （断面）
■災　第１号 Ａ箇所 1 1 1

Ｂ箇所 1 1 1
Ｃ箇所 1 1 1

■災　第２号 － 1 1 1
■災　第３号 － 1 1 1
合　　　計 1 5 5 5

総合単価による査
定申請図等作成

実施設計用図面・
数量作成（河川

災）

積み上げ積算によ
る査定申請図等作

成（河川災）
Ａ、Ｂ表作成 設計協議

（箇所） （業務） （業務） （箇所） （業務）
■災　第１号 Ａ箇所 1 1

Ｂ箇所 1 1
Ｃ箇所 1 1

■災　第２号 － 1 1
■災　第３号 － 1 1
合　　　計 5 1 1 5 1

※　道路の左右で延長が重複する場合は同一箇所とする

打合せ協議 現地踏査 除草
平面測量

（見取り平面）
仮BM測量、縦断測

量、横断測量

写真撮影整理
（全景、起終点状
況被災状況等）

写真撮影整理
（横断写真）

（業務） （箇所） （m2、式） （箇所） （km、本） （箇所） （断面）
■災　第１号 Ａ箇所 1 1 1

Ｂ箇所 1 1 1
Ｃ箇所 1 1 1

■災　第２号 － 1 1 1
■災　第３号 － 1 1 1
合　　　計 1 5 5 5

総合単価による査
定申請図等作成

実施設計用図面・
数量作成（道路

災）

積み上げ積算によ
る査定申請図等作
成（道路災害）

擁壁比較設計、擁
壁詳細設計

設計協議

（箇所） （箇所） （km） （箇所） （業務）
■災　第１号 Ａ箇所 1 1 0.13

Ｂ箇所 1 1 0.04
Ｃ箇所 1 1 0.09

■災　第２号 － 1 1 0.08
■災　第３号 － 1 1 0.06
合　　　計 5 5 0.40 1

箇所名

測量業務

必要数量を計上必要数量を計上
必要数量を計上、
立木等の伐採は別

途計上

片岸L=210m
両岸L= 50m

（1業務当りの片
岸、両岸延長によ
り、歩掛を決定）

箇所名

箇所名

片岸L=210m
両岸L= 50m

（1業務当りの片
岸、両岸延長によ
り、歩掛を決定）

1

必要数量を計上 1

【河川災害】

【道路災害】

設計業務

設計業務

1
必要数量を計上、
立木等の伐採は別

途計上
必要数量を計上 必要数量を計上

箇所名

1

測量業務

■災 第１号 L=250m

■災 第２号 L=80m ■災 第３号 L=60m

Ａ箇所 L=130m

Ｃ箇所 L=90m

直線距離100m以上 直線距離100m以上

Ｂ箇所

L=40m

設計延長 ■災　第１号 ■災　第２号 ■災　第３号 計
片岸 80m 40m 90m 210m
両岸 50m － － 50m

■災 第１号 L=250m

■災 第２号 L=80m ■災 第３号 L=60m

Ａ箇所 L=130m

Ｃ箇所 L=90m

直線距離100m以上 直線距離100m以上

Ｂ箇所

L=40m

片岸延長 両岸延長
A1 30m －
A2 20m 40m
A3 30m 10m
計 80m 50m

Ａ箇所　内訳

■災　第１号 Ａ箇所 0.13m
Ｂ箇所 0.04m
Ｃ箇所 0.09m

■災　第２号 0.08m
■災　第３号 0.06m

計 0.40m

設計延長


